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南
洋
の
貝
が
ル
ー
ツ
の
腕
輪

　
有
鉤
銅
釧
は
、
名
前
の
通
り
、
鉤か

ぎ

の
よ

う
な
出
っ
張
り
を
持
つ
銅
製
の
腕
輪
で

す
。
特
徴
的
な
形
は
、
ゴ
ホ
ウ
ラ
と
い
う

貝
で
作
ら
れ
た
貝か

い

輪わ

（
貝
の
腕
輪
）
が
モ

チ
ー
フ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ゴ
ホ
ウ

ラ
は
沖
縄
や
奄
美
諸
島
な
ど
南
の
暖
か
い

海
に
生
息
す
る
大
型
の
巻
き
貝
で
、
弥
生

時
代
に
は
こ
の
貝
輪
が
装
飾
品
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ホ
ウ
ラ
を
縦
に
切

断
し
て
作
る
貝
輪
の
形
が
、
有
鉤
銅
釧
と

よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
弥
生
時
代
の
後
期
に
は
、
南
海
産
の
貝

輪
は
徐
々
に
減
少
し
、
九
州
北
部
で
成
立

し
た
有
鉤
銅
釧
は
、
貝
輪
に
代
わ
る
よ
う

に
各
地
に
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。
産
出
地

が
限
ら
れ
る
た
め
入
手
が
難
し
い
貝
輪

は
、
や
が
て
金
属
の
鋳
造
に
よ
っ
て
大
量

保
有
を
可
能
と
し
た
銅
製
の
腕
輪
へ
と
移

っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
素
材
を

変
え
な
が
ら
も
、
同
じ
形
に
こ
だ
わ
っ
た

当
時
の
人
々
の
感
性
が
う
か
が
え
ま
す
。

重
要
な
出
土
事
例

　
こ
の
有
鉤
銅
釧
は
、
養
老
川
中
流
域
の

磯い
そ

ケが

谷や

地
区
に
あ
る
北
旭
台
遺
跡
で
、
平

成
元
年
の
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
古
墳
時
代
前
期
の
竪た

て

穴あ
な

住じ
ゅ
う

居き
ょ

跡あ
と

か
ら

出
土
し
た
本
例
は
、
現
在
ま
で
に
全
国
で

見
つ
か
っ
て
い
る
使
用
年
代
が
推
定
可
能

な
有
鉤
銅
釧
の
中
で
は
、
最
も
新
し
い
時

期
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
出
土
地

域
と
し
て
は
最
東
端
で
出
土
し
た
事
例
で

す
。
全
国
で
も
出
土
数
の
少
な
い
希
少
な

遺
物
で
あ
り
、
弥
生
時
代
か
ら
古
墳
時
代

の
青
銅
器
文
化
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資

料
で
あ
る
た
め
、市
原
市
指
定
文
化
財（
考

古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
物
は
１
月
20
日
㈯
か
ら
博
物
館
常

設
展
で
展
示
し
ま
す
。

会場・申込・問合先　I’Museum	Center	市原歴史博物館☎（41）9344

現生のゴホウラ 北旭台遺跡から出土した有鉤銅釧

貝輪を作る際に切る位置

日時　1月27日㈯、2月3日㈯、10
日㈯午前10時～正午
内容　古文書解読の基礎知識を

身に付ける
人数　抽選25人（昨年8・9月開

催の古文書講座入門編を受講
していない人優先）
申込方法　1月17日㈬

までに専用フォー
ム（右のＱＲコード）
か電話で申し込む。

古文書講座入門編2（全3回）
　

特
別
展
終
了
に
伴
う
常
設
展
示
復
旧
の
た

め
、
1
月
19
日
㈮
ま
で
休
館
し
て
い
ま
す
。

新
た
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定

―
北き

た

旭あ
さ
ひ

台だ
い

遺
跡
出
土 

有ゆ
う

鉤こ
う

銅ど
う

釧く
し
ろ

―
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